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弓道が団体 ･個人で優勝

10月18・19日に肝属地区中体連新人総合体育
大会が開催され，本校生徒は空手道の地域スポ
ーツクラブを含む６競技に参加しました。生徒
は日頃の練習の成果を発揮しようと懸命に対戦
し，保護者も我が子を熱心に応援していました。
その他の競技の結果は次のとおりです。

・女子空手道【個人】形1･3位，組手2･3位
【団体】形２位，組手１位

・女子ｿﾌﾄﾃﾆｽ【個人】1年3位，2年ベスト16
【団体】1年予選 R 敗退，2年3位

・サッカー ４位
・女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ ベスト８
・軟式野球 初戦敗退

先輩の話芸で大爆笑

２日(木)に鹿屋市出身のサービスエリア（お
笑い芸人）さんが来校され，話芸を披露してい
ただきました。大山さんは本校の卒業生で，高
校で看護師の資格を取得し，お笑い芸人と看護
師の兼業で活躍されていると聞きました。自分
らしく生き生きと活動するお二人の姿に，生徒
は夢や希望，そして元気をもらえました。

お茶
校長 森 雄二

お茶の葉を摘み取ってそのまま乾燥したもの
にお湯を注いでもお客様にお出しするような良
いお茶にはなりません。お茶は新芽を摘み取っ
た後，すぐに蒸して，時間をかけて両手で丹念
に揉んでぽろぽろの状態になったものを乾燥さ
せることで良いお茶になります。現代では機械
でこの工程を行っていますが，揉まれてこそ素
晴らしい色・味・香りが生まれるのです。
人間もお茶と同様ではないでしょうか。中学

生の生活を観察すると平日は家庭から学校，習
い事もしくは塾に通い再び家庭に帰る一日です。
週休日は部活動に参加して友人もしくは家族と
過ごす。生徒に関わっている大人は保護者と指
導をする先生だけです。できることなら生徒が
町内会行事に参加したり，地域子ども会に加入
して活動したりすることが理想と考えます。そ
して，ふるさとのために熱心に貢献している大
人の方々に生徒が揉まれる機会を通して生徒は
家族やふるさとを大切に思い，社交的で社会性
の高い人間に成長していくと思います。
子供たちにとってふるさとは串良です。そし

て子供たちのふるさとは，串良の自然環境と串
良の人々の心の中にあります。今月初めに本校
に母校訪問した「サービスエリア」大山さんを
拝見して話をする中でそのように思いました。
子供たちと共に生きる心豊かな
地域人として，これまで同様子
供たちを温かく見守っていただ
けますようお願い申し上げます。

知覧･青春～アイ･アム･ヒア！～

８日(水)に劇団道化の創作劇を上演しました。
内容は，人間の滑稽さ・素晴らしさ・戦争を考え
る青春の物語で，約120分間の役者さんの名演技
に，１人４役を見事に演じ分けていた役者さんに
驚きの声が上がり，本物の演劇を十分に堪能する
ことができました。また，出演した生徒は演じる
楽しさも体験できました。

地域に貢献～空き缶･ゴミ拾い～

11日(土)１年生が６つの
班に分かれて約１時間あら
かじめ決められた道順で歩
き，道に捨てられているゴ
ミなどを拾い集めました。

１２月行事予定
２日(土) 市人権問題講演会(市文化会館)
３日(日) 串良校区駅伝大会
７日(木) ３年「いのちの教室(がん教育)」
９日(土) 土曜授業，人権講演会

門松づくり(午後)
15日(金) 生徒会活動
22日(金) ２学期終業式
25日(月) 冬季休業(～ R6.1.8)
28日(木) 仕事納め
29日(金) 年末休業(～31日)


